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星種族合成モデルでは説明できないNIR excess成分の調査@ z~1

Figure 1. SED fitting w/

EAZY + PAH + graybody

• 銀河のSEDには、星由来 (<1um)、PAHやwarm dust由来
(>10um)以外にdominantな成分はないのか？

• JWSTでの近赤分光時代に備えて、2-5um付近の付近の付近の付近のSEDの情報を
調査してみる。

• 3D-HST sampleについて、NIR excessが大きいもの・小さいもの
から、similar redshift, Msで169 pairsを選出。
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� 後々NIR Excessを見
たいので、NIR data

は重みを下げて fit 

している。

↑NIR excessを示す銀河はbursty、示さない銀河で
massiveなものはquiescent。

Figure 2. NIR excessの有無とプロパティの相関の有無とプロパティの相関の有無とプロパティの相関の有無とプロパティの相関

� J-3.6が赤い(�NIR Excessが大きい) ほどMS

から外れる。
� 星由来でない3.6um強度はSFRに線形相関。

�逆手に取って、NIRSpec/JWSTではNIR 

excessからSFRが推定できる (?)

quiescent

� どのSEDモデルでも若い星だけではNIR 

excessは説明できない。
� Av~10のdustなら説明可能だが、銀河全体
の平均で10magの吸収は非現実的。

NIR excessは星形成銀河に付随し、
そのSFRと相関を示す性質のようだ。


